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第４回福島町まちづくり推進会議 

 

（開会午後６時） 

 

○事務局 

 皆さんどうもご苦労様です。今年は

例年になく雪が多くて、雪かきで大変

お疲れのところ、また、今小学校の方

では、中学校も含めてですけれども大

変インフルエンザが流行っておりま

すので、風邪に注意をしていただきた

いなと思います。今日は、第４回目の

まちづくり推進会議ということで、こ

れまで２回ほど委員の中で色々と検

討をしていただきましたけれども、当

会の役割であります、ふるさと応援基

金の活用について、今日は何とか町長

に提言をできるまでの意見集約を会

長の下でしていきたいと思いますの

で、よろしくご協力をお願いしたいと

思います。このあとの進行については

会長のほうからよろしくお願いしま

す。 

○会長 

 皆さんどうも足元の悪い中歩いて 

来られた方もいらっしゃいますので

帰りは気をつけてお帰りください。イ

ンフルエンザは小学校が休校になっ 

 

 

 

て、解除になりましたけれども、その

子どもたちが家庭の中でだんだん伝

わってお父さんが会社を休んだり、ち

らほら聞こえておりますので、これか

ら皆さん十分注意していきましょう。 

 今日は、今お話ありましたけれども

かなり貯まってきました、ある意味福

島町を思う気持ちの、その宝物ですね、

ふるさと応援基金というお金が、かな

り貯まってきたということで、このタ

イミングで、皆さんで、一度議論して

はいかがか、ということで今日、会議

を設けることになっております。では、

事務方のほうから説明をお願いいた

します。 

○事務局 

 それでは皆さんお集まりいただき、

ありがとうございます。前回と前々回

の２回これまで協議をしてきたんで

すけれども、その検討状況を振り返り

ながら今日の議題の方に入っていき

たいと思います。ページを開いて次第

の２ページ目です。出てきた内容の部
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分なんですけれども、これまで２回部

会に分かれて委員のほうから、意見を

いただきました。そのときの意見とし

て中段に経済福祉部会ということで、

大きく「食」の部分で【海も畑も育て

るまちづくり】、「観光」という分野で

は【松前神楽などの観光資源の活用】

ということで、次に総務教育部会のほ

うでは、「雇用」ということで【働く

場所の確保】、二つ目として【医療費

軽減対策と少子化対策、三つ目に「教

育」で【学力の向上対策、学校への地

球儀の設置】、「その他」の分類として

【町民との交流の場の提供】というこ

とで、意見をいただきました。その時

のまとめとしまして、会長の方からも

話があったんですけれども、福島町に

思いがあって、ふるさと応援基金とい

うことでやった部分がありましたの

で、まちづくりのほうへ活用する活き

た使い方を望んでいるという部分で、

それも含めてもう一度具体的な事業

について議論を進めましょうという

ことで、次のページをお願いします。 

 昨年の１０月１８日に、このふるさ

と応援基金について再度部会に分か

れて意見をいただきました。前回会議

の部分を含めて、内容を掘り下げた部

分とまた新たに出てきた意見という

ことで、意見をいただきました。経済

福祉部会のほうからは、「観光」とい

うことで【松前神楽の修理】と【近隣

４町の観光に係る助成】という部分と、

「雇用」の部分で【雇用の場の創出‐

観光アドバイザーの採用】というとこ

ろと、「食」の部分で【食と産業の連

携強化】。総務教育部会で、流木の活

用という話も出ていましたので、それ

も含めて【教育玩具】ということでま

とめています。「観光」の部分で、【歴

史的な背景】ということで、伊能忠敬

の全国地図が始まった場所や殿様街

道ウォークという歴史的資源が豊富

なことからその部分での活用という

意見も出ていました。「その他」の部

分で【町の魅力を発信するネイチャー

ガイド等の人材育成への助成】という

ことと、【南北海道駅伝への助成】と

いうことで、色々意見をいただいたん

ですけれども、その会議の場で意見の

整理ということがなかなかできずに、

時間になりましたので終了させてい

ただきました。意見をもらっていく段

階で膨らみすぎて整理が付かないと

いう部分もありましたので、隣の４ペ

ージのほうで、本日はふるさと応援基

金という部分を、今年度で１～２件程

度整理をして、町長の方に答申をしま

しょうということで、意見を事務局で

整理をして、ここには別表と書いてい

るんですけれども、内容は今まで意見

交換してきたものを整理した部分な

ので、表は特に付けていませんけれど

も、おおかた皆さんからの意見をまと

めていくと、大きい行政でやらなけれ

ばならない部分もありましたし、そう

いうものも含めて具体的な、どういう

ふうに進めればという中身の意見も

ありましたので、そこの所はなかなか

整理ができなかったんですけれども、

事務局として２つ、意見をまとめてい

った結果、記載している通り歴史的な
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背景が豊富なことからその部分での

活用という部分と、雇用の部分で観光

を支える人材への活用ということで、

事務局のほうで整理をさせていただ

いたんですけれども、この件について

違うほうがいいということがあれば、

もう一度出してもらいたいと思いま

す。事務局の意見でよろしければその

まま進めていきたいと思いますが、一

度委員さんの意見を伺いたいと思い

まして、お願いをしたいと思います。

以上です。 

○会長 

 どうもありがとうございました。と

いうことで、前回参加された方、色々

この場で議論をしたのを思い出して

いると思いますけれども、だいたい今

事務局からまとめがありましたけれ

ども、たくさん出た中で集約していく

と二つに分かれるのではないかと。 

 一つは、観光分野。一つは、雇用分

野ということで、そういった分野の中

でこの基金を活用してはいかがか、と

いう内容ですけれども、これについて

委員の皆様、今言った二つにこだわる

こともないですけれども、他含めて、

ご意見があれば言っていただきたい

と思います。 

○委員 

 最終的にお金を出すとなれば、ここ

で言うように、完全に具体的なもので

出さなければならないですよね。これ

から絞り込まなければならないわけ

ですから。例えば、観光分野としては

歴史的な背景が豊富なことからその

部分での活用ということで、そうした

らそれは何と、具体的な名称をここで

きちっとしなければならないですよ

ね。こっちの２番目の方は、人材への

活用ということは何かそういう観光

を支える人材の活用となれば、これは

はっきりしています。人件費ですよね。 

 誰か臨時職員かパートを雇って近

隣のことが詳しい人を半年なら半年

雇って、その観光の事について色々ガ

イドとか。だけど、これは人材をやっ

てもまちづくりのためにお金を出し

た人には何も目に当たらないんだよ

ね、ものとしては何も出てこないんだ

よ。検討する為に人を雇いましたとい

うことだけだから。例えば、極端なこ

とを言うと少し話しがそれますが、福

島の中に青函トンネルが通っていま

すよね。２箇所国道と重なるところが

あるんですよ。吉岡の２２８号線の１

箇所と、三岳の１箇所が国道をまたい

でいるわけですよ。それは何処の町も

ないんですよ。ここが、青函トンネル

の真上ですよというところがあるわ

けですよ、福島町には。それは国道を

またいでいますから、極端なことを言

うと国道の所にちょっと敷地を確保

して、そこに青函トンネル直上点とか

看板を立てて、そこに記念写真でも撮

るようなスペースを作れば、例えば福

島に帰ってきたら、ここがそうなんだ

とわかりますよね。なんか、目に見え

るものの方がいいのではないかと。だ

から、今言ったように松前神楽なんか

は福島の郷土の歴史的なものですか

ら、これは札幌へ行っても何処へ行っ

てもお父さんの代から、非常に好評を
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卙して札幌の人達も見に来ていまし

たから、そういうものをまちづくりの

中で一生懸命やっているんだという

ことについては、こういうものにお金

をだしても、それは皆さん納得すると

いうわけですよ。だから、一環として

はいいんですよ。一生懸命やるために、

検討をするために例えばパートで、時

給で雇いましたと。それで、半年間雇

いましたということでもいいんです

けれども、だけど結果何なのと、それ

をして見えるものは何なのと言われ

たときには、まだ検討最中ですともな

れば、どうもその辺が。 

○会長 

 今、○○さんの考えというのは、こ

の町内の町民向けというよりも、お金

を出してくれた町外の多くの人もい

ますから、そういった人達にも届く配

慮を何かできないかということです

よね。地図の上で見ればたしかに今、

新幹線が来るのでそのルートが国道

と重なるので、そこにそういった目印

を立てるということは、この日本でそ

うそうできる場所はないですよね。青

森ではありますか？ 

○委員 

 青森はないです。青森はずっと国道

沿いですから、クロスしないんです。 

○会長 

 そういう意味では福島特有の資源

だと。 

○委員 

 それを福島から出た人も、青函トン

ネルに係わった人も何処の場所か分

からないんですよね。だけど、三岳の

ある部分で、それはもう数字が出てい

ますから、ＪＲに確かめればきちんと

点がすぐ出てくるんですよ。そこを、

ちょっと歩道を広げて砂利を敷いて

３～4ｍくらいのスペースを作って、

ここがトンネルの真上ですよという

看板を立てれば、ここで写真がとれま

すよね。福島から出た人も、ここが青

函トンネルの場所だったのか、それじ

ゃあ来たついでに写真でも撮ってい

くかというような、そういうようなも

のの方が目に付いて、たいしてギスギ

スもしないし、いくらお金がかかるか

と言ったら、大したものではないです

よね。ちょっと舗装してそこに看板を

立てればいいわけですから。 

○会長 

 それは、ある意味まちづくり条例で

私１発目をやりましたけれども、ああ

いった提案型ということでもかまい

ませんよね。 

○委員 

 だから提案型にして、スポット的な

ものだから、毎年お金を出すようなも

のではないから、ふるさと応援基金の

ほうから出して施行するかという手

もあるんですよ。 

○会長 

 だから、基金のいい活用方法という

ことですけれども。今のも素晴らしい

と思います。ただ、今まで議論した中

には今の意見はないですよね。だから、

そういう意味では今までの流れを保

ちつつ、●●さんが言うその素晴らし

いアイデアですから、やっぱり我が町

の宝という位置付けで、それはそれで、
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実現する方法は考えなければいけな

いと思います。 

○委員 

 話がそれますけれども、５ページに

今年度でまとめて、平成２５年度の予

算化と書いていますよね。２４年度の

予算化ではないんですね。 

○事務局 

 ２３年度内に今日の会議で意見を

まとめて、その後の部分で町長へ答申

しまして、ただ、予算自体はもう終わ

っていますので、来年度のほうの事業

化へ向けて、２５年度実施に向けて２

４年度内の部分で具体的な事業に付

けていくというイメージで進めてい

ます。 

○事務局 

 事務的な流れだと思うんですけれ

ども、我々が今考えているのはある程

度このまちづくり推進会議で町長に

報告をするわけですよね。町長はそれ

を受けて、今度町としての予算化を目

指していくわけなので、それにはたぶ

ん今提言をしたとしても町長が今度

内部で考える時間がありますよね。半

年くらいかけて今具体的なものが出

てくれば、それに乗っかるだろうしあ

る程度細かい詳細まではいかないけ

れども大枠でこういうものに使って

くれと言えば、それをどう具現化して

事業に結びつけるかということを内

部で検討する期間が今度半年くらい

かかりますので、その期間を見込んで

やるとやっぱり２４年度の中では厳

しいだろうと。そうすると、２５年度

の予算を目途にしていった方が、時間

的余裕もあるのかなという話ですね。

皆さんから出たものを町長がいいと

言ってすぐ予算化をするなら、それは

それでできることだけれども、たぶん

なかなかそうはならないだろうなと

いう思いですね。なので、出来れば早

くという言葉を書いてもそれはいい

と思うんですよね、報告の中でね。 

○委員 

 今言ったように、それこそ民の考え

としては、やっぱり半年くらい目途に

やってほしいわけですよね。 

○事務局 

 そこの所は我々事務局が書いてい

ることは何も気にしなくていいです

よ。うちらが一般的な今までのやり方

で行くとこうだろうなという書き方

をしているので、方向としては例えば

報告書の中に我々の思いは早く実現

してほしいんだということで、例えば

２４年中になんとか予算化してほし

いという言葉を入れちゃえばいいん

ですよ。そうすればそれを、やる・や

らないは、町長の判断がありますけれ

ども、そういう言葉は入れてもいいと

思うんですよね。我々が事務的なこと

を考えると２５年度くらいになるの

かなというだけなので、ここはあまり

気にしないでください。 

○会長 

 役所もそういうふうに積極的に考

えるべきですよね。言われなくても。 

○委員 

 これ、今予算化しても何百万の世界

でしょ。そうすれば、例えば建設費だ

とか、よく福島の町民が言っています
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けれども、冬だとかの時期になると小

さい仕事の道路を直したり、小路を直

したりするのはきっと予算上余った

から、使わなければならないからやっ

ているのではないのかというような

意見も出ているわけですよ。 

 そうすると、結局当初の計画に無い

ような所もやっているということだ

から、とすると、２００万５００万単

位であれば、その年でもできるのでは

ないかと我々は、浅い考えだけれども

思うわけですよ。 

○事務局 

 やろうと思えばできますよ。あとは、

町長が判断を踏み込むかどうかで。 

○委員 

 それともう一つ、議会の基本条例で

もって議会の承認がいるんだよね。 

○事務局 

 議会というか基本的には、基金を下

ろす為には予算というか、議会の承認

を通していかなければならないので

そこのところで一回判断をあおぐと

いうことになりますので。もう一つさ

っきの４ページのやつで若干補足を

させていただきたいんですけれども、

たぶん皆さんが今まで議論をした中

で先ほど事務局がまとめてこんな感

じですよねということを言った中で、

一つに観光分野という分野分けをす

ると観光になるのかもしれないんで

すけれども、我々の思いとしては旅に

出た人も、地元に居る人も、ふるさと

を引き継いでいってほしいと、守って

ほしいのと引き継いでいってほしい、

そういうものに対してお金を使って

ほしいということだと思うんですよ

ね。それが延いては観光につながるの

かもしれないけれども、最初から観光

ありきではなくて、今やっている例え

ば祭り一つをとっても神楽一つでも

そういったものを伝承する、また先ほ

ど言ったように福島のその名称を例

えばＰＲするための看板が今まで無

かったらそういうものを旅に来た人、

ふるさとに帰ってきた人に伝えると

かたぶんそういう一歩だと思うんで

すよね。そして二つ目は雇用分野とい

う書き方をしているんですけれども、

自分がちょっと捉えているのは、雇用

というよりは引き継ぐ人を育ててい

く為にお金を使ってほしいという意

味じゃないのかなと思うんですよね。 

○会長 

 今、お話が出たところで思い当たる

ふしがありまして、私は実際殿様街道

ウォークというものの主催者側にい

るんですけれども、今札幌とか函館の

人がそれも中高年の人が多いですね、

たくさん来ますよ。中には大学の先生

が混ざっていたり、会社の経営者が混

ざっていたり、色んな意味で今自然と

歴史というのがブームになっていま

す。 今新幹線が来るという中で、福

島はおそらく注目されてくる場所な

んですね、ちょうどタイムリーに道新

にもこの間出ました。全道版で。北海

道の道百選という、今年道新が北海道

の道を紹介するというんですね。その

中に、まず３０を選んだと、その３０

の中になんと福島町の殿様街道が選

ばれているんですね。全道の中で。 
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道南からはあと、奥尻。函館、渡島、

桧山、から二つ選ばれたうちの一つが

福島だという位置付けで、非常に注目

されているということなんです。さっ

き○○さんという話も出ましたけれ

ども、その殿様街道を引っ張っていっ

ている色々説明してくれている人が、

ご高齢になってきて、やっぱり引き継

ぐということが必ず出てくると思う

んですよね。そのために、後継者を育

てるというような必要性もあると。あ

くまでもこれは一つの例ですけれど

も、そういった意味で町の情報発信な

り、その情報発信した先にはお金を下

さった方々がいるということで、非常

につなげていくということに対して

価値のある使い方にはなるのかなと、

経験談ではありますけれども、そう私

は思っておりますので、今、事務局の

説明を聞いて納得した次第でござい

ます。 

○委員 

 ◎◎さんがおっしゃる前に私も実

はちょっと思ったんですけれども、今

ボランティアガイドってありますよ

ね、あれも実際、年にどれだけの方が

この町内を案内しているかという話

ですよね。結局、事務局がおっしゃっ

たように、そういうところにお金をか

けると、結局もう掛け捨てみたいな感

じで消えていってしまうと思うんで

すよね、ですから伊能忠敬ですとか隠

れキリシタンですとか、そういったも

のとつながって殿様街道ですとか、そ

ういったものの後継者の育成、あとは

もう少し看板を目立つように作って

もっとアピールするとか、観光を支え

る人材への活用というのは、二つ目の

これは仮に雇用となっていますけれ

ども、もう単純に考えると雇用の場を

設けるというのは、今非現実的ですよ

ね。なんか店を作ってそこに職員とし

て雇うというようなのは、現実的に、

それはちょっと考えにくい部分では

あると思うので、むしろそういう町の

歴史と自然を活かした、そういったも

のを◎◎さんが一番最初におっしゃ

っていましたよね。その雇用とかいう

のは、町の予算組み中でやるべきこと

だろうと。まさに、そういう感じだと

思うんですよね。だから、神楽とか殿

様街道とか、神楽なんか結構表に出て

来てはいますけれども、まだまだアピ

ールの仕方によっては殿様街道なん

かも盛んになるんではないかなと思

います。 

○会長 

 新幹線も来るというのは目に見え

ているので、そういう人達はこの間、

青森の役人の人が函館に来て講演を

していきました。青森新幹線で青森は

どれだけの効果があったか。ようは終

点の駅ができると、必ず効果があると

いうデータを示していきました。ただ、

それを持続させるのは地元の人達の

努力が必要だということですけれど

も、まず木古内にも函館にもそういっ

た多くの興味を持った新幹線にのっ

て観光を目指してくる人達が必ずい

るということですね。だから、そうい

う人達を受け入れるために今４町で

色んな仕組みを作らなきゃというこ
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とをやっているようですけれども、す

でに今福島町には、今言ったような資

源が多々ありますので、この町は町で、

今こういった寄付をしてくださる人

の気持ちとつながりやすいような仕

組みづくりというのはこういう場で

新幹線がくるという中で、アピールは

できるのではないかと思います。です

から、どうでしょうか皆さん、固定化

してしまった方がいいのか、例えば神

楽なら神楽の育成に使いなさいとい

う一文を入れた方がいいのか、または

今ここに提示されているような、ちょ

っとオブラートに包んだような表現

で収めた方がいいのか、あとは町長さ

んなり、この町をどうしようかと、

我々の意見をくんでこうやって事務

方もいるので、そこでの段階で引き継

いでいくのか、ということをちょっと

皆さんで検討をしていただければと

思いますけれども。 

○委員 

 前からちょっと疑問に思っていた

んですが、この観光の中に松前神楽、

神楽というのは本質的には観光のた

めにあるのかなと、ないのかなという

気がしているんですよね。分類として

は。これは歴史、伝統とかそういうも

のの分野でその地域の固有の伝統文

化ですよね、本来からすれば観光とい

うのは来て見てもらうとか、お披露目

するというのが観光なので、神楽とい

うのはお披露目するためにあったの

かなというような、神事のためにやる

わけですよね。 

○会長 

 そのとおりだと思います。それで、

それを皆で考えるわけですよ。本来あ

るべき姿でお見せするということ、そ

れをずっと１００年、２００年の単位

で持続させたいと願いますよね。その

ときにやっぱり限界がみえるわけで

すよ。後継者丌足。かならずこれは途

絶えていくというふうに我々はみた

んです。その場合にこれを支えていく

為には、どういう仕組みが必要かとい

うことで、たまたま私なんかは、色ん

な皆さんの協力を得ながらですけれ

ども、一般の人が見る神楽の場を作っ

ていくわけですよ。それが、例えばか

がり火コンサートであったり、蕎麦畑

の上でやったり、皆でやっていること

ですけれども、その事によって逆に神

楽を観光的な視点で捉えさせる事に

よって、神楽の持続をさせると。１０

０年、２００年逆に長く続かせるとい

うことを我々は今考えているわけで

すよ。黙ってその本来あるべき神事の

空間で、それが行われていくと絶対こ 

れは持たないと思います。やはり新た

な視点でそれを考えてあげないと、町

の文化、歴史がやっぱりしぼんでいく

のではないかなというのが今のやり

方ですよね。 

○委員 

 わかりました。やっぱり、今の人は

例えば神楽が主体で、歌手を呼んだり

何かを呼んでと、神楽主体にするとや

っぱり来ないですよね。だから、逆に

言うと歌い手が来て、演奏が来て、土

俵の上という神聖な場所でやるから、

まず神楽でお払いをしてというふう
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にして、両立をさせるという意図はわ

かるんですけれども、このくくりから

すれば、観光というくくりになるのか

なと、本来的には。 

○会長 

本来的に言えばならないですよ。し

たくないですよそれは。 

○委員 

 だけど、神楽だけじゃ全然あれです

からそういうものとミックスさせて、

神楽を逆に下においといて、来てみた

ら神楽がものすごかったというよう

な認識を持ってあれしようというは

らは分かるんですけれども、文章のく

くりとして観光の方に入るのかなと

いうような気がします。 

○事務局 

 先ほども言ったんですけれども、皆

さんの思いはたぶん、ふるさとがいつ

までもふるさとであってほしいとい

うことに使うという形だと思うんで

すよね。そこの中で、くくりはどうで

あれ、さっき◎◎さんが言うように歴

史伝承があっているんだと思います。 

 ただ、僕はその観光と歴史伝承が何

にもつながらないということではな

いと思うんですよね。具体的にＮＨＫ

のテレビで広島県の神楽の番組がや

っていましたけれども、ああいうのを

一つとってみても、地元の子どもたち

なり、地元の人が、例えば町のほこり

に思って元気にやる事によって、それ

を見に来る人っていると思うんです

よね、だからそこは何もどっちから入

るということは無くてもいいのかな

という気はするんですね。ただ、我々

は昔からあるものを守っていけるの

かどうかということを望むのであれ

ば、そういうのにお金を使った方がい

いのかなという話ですよね。 

○委員 

 使うことにはいいんだけれども、堅

苦しい話なんだけれども、観光ですよ

とくくっといて話をすると、ちょっと

精神的にはやっぱり。例えば２番目の

雇用分野と書いてありますけれども、

これはちょっと今直すのでしょうけ

れども、歴史とか上のほうの歴史的な

伝統とか何かを継承する為の人材へ

の活用ということでしょ。そうすると、

観光のための活用じゃないわけです

からそういう歴史的、伝統的なものを

継承する為の人材の費用だから、堅苦

しいことは言わないんだけれども、も

し出す人が観光でそれじゃあ何も全

く違うイベントをやって人を集める

ためにやるのなら、新しくやった方が

いいのではないかという話になって

しまうでしょ。 

○会長 

 イベント的なものをイメージされ

るというのは本意ではないですから。

言っている意味はわかります。きっと

この話が例えば別なステージに上が

るとやっぱりそういう話が出ると思

います。特にその神楽を愛してきた人

達の中から出ると思います。ですから、

そういう意味じゃここの一つ目の観

光分野というくくりですよね。歴史的

背景が豊富なことから、その部分で活

用したいという辺りで収めておいて

はいかがかと。ということも、ありま
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すね。 

○委員 

 そうすると、内容を見ると二つ目は

観光を支えると書いてありますよね、

雇用分野となっていますけれども、一

つ目は観光分野ですから、観光を支え

る人材の育成だから、この一つ目の観

光分野が例えばＡとして、Ｂがあるん

じゃないですか、例えば伝承を支える

人材への活用ということになってし

まいませんか。 

○事務局 

 そうですね、今のいただいている意

見をまとめると、一つ目と二つ目がく

っつくようなイメージだと思うんで

す。皆さんの伝統とか歴史の部分を引

き継いでいける人材確保、またその部

分についての、ものを形で残すという

部分で一区切りの方がすっきりする

のかなというイメージは付きますね。

この意見の部分では。 

○事務局 

 例えば今言ったように、一番は歴史

伝承の中でどういったものを伝えて

いけるのか、残していけるのか、それ

がたぶん皆さんは形があった方がい

いよねという話ですよね。二番目は形

にできないもの、ようは人でなければ

伝えられないものというのはそうい

ったのを育てていかなければならな

いよねというその二つでいいのでは

ないのかなと思うんですよね。形とい

うのは作ればそのまま残っていくか

らね、朽ちることもあるけれどもだけ

ど、人というのは代々伝えていかなけ

れば人というのは出来ないから、もの

はある程度、一回整理をしてしまえば

錆びたり、朽ちていかない限りそれは

永遠に残るものだからそういう区分

けでいいんではないでしょうか。流れ

として。 

 今の意見の部分はこっちのほうで

整理をする格好になるんですけれど

も、一つ目は歴史的なところの物の部

分でのイメージで、二つ目はそれを引

き継ぐための人材の部分への利用と

いう形で整理をして答申するという

格好でよろしいでしょうか。 

 あと一つ、皆さんから意見をいただ

きたいなと思っているのが、その歴史

伝承の中で、たぶん色んなやり方があ

るんだと思うんです、さっき言ったよ

うに看板を立てるという方法もあれ

ば、例えば冊子を作って伝えていくと

いうのもあるだろうし、それが例えば

今福島にいる人もそうなんですけれ

ども、外に向かって発信するのと今い

る中で、自分的には子どもたちに何か

伝えなければいけないのかなという

思いもあるんですけれども、その辺ど

うですか皆さん、意見として。今いる

子供達がしっかり、福島を理解という

言い方がいいのかどうかわかりませ

んが、何となく外に行って自慢のよう

な、発信できるようにしてあげられれ

ばいいのではないのかという気がし

ていたんですけれども、その辺はどう

ですかね。 

○委員 

 それを徹底的に教育委員会とか、何

かでそれを取り上げて、わが町の教育

の一つの方針だということで、小学校
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の時から教え込んでいる学校も実際

あるんですよ。その話は当然教育のほ

うとリンクしますから、僕は大賛成で

すよ。逆にそこまで気がついていない

教育委員会なんか、何をやっているん

だという話になるかもしれないよ。 

 だから教育委員会あたりもどんど

んこういうふるさと基金で、あれだっ

たらこういうのを教育に使いたい、子

どものだめに使うのであれば、誰も寄

付した人達も文句はいいませんよ。町

から優秀な子供が出ていくためには。

それは誰も文句言わないので、様々な

アイデアがあると思うんですよ。これ

を、僕らの意見もそうだけれども、教

育委員会のほうからも、もう少し意見

を出してほしいなと。 

子どもの教育のために必要だからこ

の基金から何とか出せないものです

かくらい、目ざとく目を付けて話が来

ないのかなと。 

○事務局 

 そこの所は反対に、行政サイドから

言えば、遠慮しているというか、変な

話、一般的に予算の中で獲得すればい

い話なので。 

○委員 

 松浦の七福神があるでしょ、今新し

い会長が一生懸命になってやってく

れていますけれども、ただやっぱり人

材丌足と金丌足で、だから今◎◎委員

が言うような形で、教育という一つの

分野でやれば、今若いものが継げばそ

の後はしばらく大丈夫だから。何人も

継いできてはいるんですけれども、以

前は松浦なら松浦だけの人間でやっ

ていたんだけれども、それが今は他の

町内からも入ってきているから。だか

ら、その辺りやっていけば、人材も今

までの地域ぐるみの二つの町内でや

っているから、人材も豊富だといいん

だけれども、まあ足りると。 

 だから、そういう部分で一番の難点

というのがやっぱり経費ではないの

かなと思うんですよね。太鼓とかああ

いうものも壊れるだろうし、それから

七福神の道具も作り変えなければな

らないとか、補修しなければならない

というのがあるから。 

○委員 

 今言ったようなくくりで、個別にこ

れと決めるのではなくて、こういった

書いている表現ですね、活用の仕方。 

○委員 

 一つ目のほうには松前神楽とか、横

綱街道も素直に入ってくるのかなと

思うんですね。二つ目の方は人材への

活用だけで謳っちゃうよりは、人材と

物みたいな人材など、などには物もは

入ってくるような形にしたらどうか

と。それで、何を言いたいかというと、

福島町のパンフレットがあるんです

けれども、マップみたいなものが無い

ような気がするんですね。それで、例

えば知内町では飲食店にマップが置

いてあるんですよね。やっぱり置いて

あると待っている時間それを見るん

ですよね。結構凄く綺麗にまとまって

いて、こういうのもあるんだなと思っ

たんですけれども、福島町も色んな埋

もれているものがたくさんあると思

いますし、例えば巨木でもきっと何種
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類かあると思うんですよね。大神宮の

上に凄い木があるんですよ。 

○事務局 

 商工会青年部のときに、作ったもの

もあるんですよ。 

○委員 

そういうマップを整理する事によ

って、新たな観光地というのが出ると

思うんですよね。そうしたらその観光

地に対して、案内板を作るとか、モニ

ュメントをつくるとか、そういう部分

も出てくると思いますから、関連して

広がりが取れてくるのかなと。 

○委員 

 実は、それ全部作ったんですよ私。

あるんです、今日持ってこようと思っ

たんです。それで作っているうちに今

言ったように、国道の下を２箇所トン

ネルが通っているなと。そうしてここ

に今言ったようにやった方が、よその

町にはないことだから。色々あるんで

すよ、やってみたら。福島町の観光の

宣伝マップがあるんですけれども、非

常に表示の仕方が小さくて、虫眼鏡を

かけないと見えないようなのがマッ

プになっているんですよ、これじゃあ

ちょっと宣伝効果がないなと思って、

作ってあるんですけれども、また新た

にやるとなれば、お金がかかるんでし

ょうけれども。 

○委員 

 今◎◎委員が言うように国道でク

ロスする場所とか、例えば伊能忠敬み

たいなそういうのを伊能忠敬だって

我々すぐ側にいても知らなかったと

いう部分もあるよ。だからそういうの

をきちんと整理すれば、青函トンネル

記念館もメモリアルパークもある。そ

れから、昔のこういう宗教的にはなる

んだろうけれども、お丌動さんがあっ

て、北前船のまず第一便が停まった所

が初めの頃は吉岡だった、だから結構、

何々の国とかそういうのを寄付した

ものがあるんですよ。だからそういう

結局歴史的なものとか、現代のものと

か町に点在する部分をぐるっと回る

のもまたひとつの手なんでしょうね。 

○委員 

前回の会議でちょっと意見を出し

たんですけれども、具体的に何がある

といわれればそこまではいってなか

ったんですけれども、将来的な事も踏

まえて、雇用に繋がることに関するも

のに役立てたいと言ったんだけれど

も、この資料をみると、さっきも誰か

が言ったと思うんですけれども、観光

を支える人材への活用になってしま

うんですよね。この書類をみると、雇

用の分野では観光の人材というふう

に私の受取り方なんですけれども、そ

ういう広い分野でと私は前回の会議

で言ったと思うんです。雇用は雇用な

んですけれども、人材だけにかかわら

ず福島町で特産物も色々あるから、将

来的に今何を商品にしてとか、ものづ

くりをしてとかという意見はそこま

では固まってはいないですけれども。

これを見ると人材への殿様ウォーキ

ングの○○さん。今までは○○さんに

お支払いする経費というのはボラン

ティアなんでしょ。 

○会長 
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 ですから、スタートでも言っており

ますけれども、このふるさと基金の性

質といいますか、この町を豊かにして

くれという気持ちのおかげですよね。

だから、そういう人達に伝えることを

我々はここで議論しなきゃいけない

ということで、雇用も大事だから雇用

も入っていますけれども、それは、観

光という場での雇用という考え方で

いこうというふうにして、今これを取

りまとめていこうという事でやって

おりまして、それに対してのこういう

意見もあるよということであればま

た言っていただければいいと思いま

す。でも、あれもこれもできないとい

うことも現実にありますので、その中

で集約をさせていただきたいと思っ

ております。 

○委員 

例えば、その場所があるでしょ、左

側の何が何処にあるというこの地図。

これが小さすぎるんだわ、まずこれを

１ページにするんです。こういうのが

ここに書いてありますけれども、まだ

まだたくさんあるんです。引っ張りあ

げなきゃならないものが。今言ったよ

うにこの中に青函トンネルの線が入

っているでしょ。そうすると国道２２

８のところと三岳のところでもって、

道路が交差していますでしょ、吉岡の

ところにも１箇所ありますでしょ。さ

っきこのことを言っているんですよ。

福島に２箇所ある。こういうのを全部

あれして、それから孵化場もあるし、

孵化場がこれに入っていない。それか

ら、森林公園とかこういうのはいいん

ですけれども、例えば、吉岡のトンネ

ル駅、入っていませんでしょ。引っ張

り出したら、たくさんあるんですよ。

地図の中に写真なんかいらないんで

すよ、小さな地図で大きく引っ張りだ

して、そして、ここの地図の所に引っ

張りだして丸を書いて、写真は例えば

その森林公園ってありますでしょ、そ

うするとそこに森林公園の所に丸を

付けるわけです、１とか２とか、それ

で写真の方に１の写真２の写真トン

ネル記念館なら記念館とまとめるわ

けですよ。あちこち飛ばないで。大千

軒岳も本当は大千軒岳の魅力という

のは、頂上に上がったら３６０度パノ

ラマなんですよ。室蘭も見えれば駒ケ

岳も見えれば、天気がよければ羊蹄山

も見えるわけですよ。例えば、丸一日

大千軒岳観光といって、そこのところ

で①の写真をあれしたときに３６０

度大千軒岳の１の写真はこういうふ

うに見えるんですよというような、こ

ういうふうなマップにしないと。 

○会長 

 会議の途中なものですから、あまり

貴重な皆さんのお時間なので、まとめ

る所はまとめて。 

○委員 

 観光とか雇用の分野と書いてある

んですけれども、先ほどの神楽と書い

てしまうとそっちのほうへ投資する

ような、これはようは神楽だとか、歴

史的な文化だとかそういったものを

大くくりというような意味で捉えて

いいんですよね。 
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○委員 

 例えばもう少し私たちの集まる回

数を増やして、上と私達でこういう意

見があったんだけれども、ここはどう

なのかということをもっと話し合う

と、これが歴史的だとか文化だとかと

いうようなぼんやりしたものになっ

てしまうと、結局町長も判断しづらい

というか、名前が付いている方が、早

くこれはいけますねとか、じゃあこれ

をもう少し深く話し合ってください

というのをこの年度中にやれれば、十

分２４年度に予算を計上できたので

はないかなと。 

○会長 

 でもそれは、さっき言いましたよう

に、我々の熱意がそうさせないと、早

くさせることができるということも

言っていますので、それはこだわるこ

とはないと思います。結局、町長に対

して示さなければならないんですよ

ね。 

 だから、皆さんに最終になりますけ

れども、私、会長として、落ち着ける

ところは落ち着けなければいけない

という意味で、この二つの表現。一つ

目の「観光分野」【歴史的な背景が豊

富なことからその部分での活用】と、

二つ目「雇用分野」【観光を支える人

材などへの活用】と。とりあえずこの

表現で、町長へ答申させていただきた

いと思います。ただし、その具体的な

ものを決める段階になって、皆さんま

た集まるということが可能であれば

いいのですけれども、もし丌可能であ

れば、私、会長と副会長を入れてもら

って、やらせていただきたいなと、話

を決めさせてもらいたいなと思って

おります。その決まりそうな段階で皆

さんには進捗はお示しして、結論は出

させてもらうというふうにもって行

きたいと思っておりますけれども、ど

うでしょうか。ここで、全部やってし

まうということも手ですけれども、

色々ここまで積み上げてきた背景が

ありますので、あとは一任させていた

だいて、報告させていただきたいと思

っておりますがよろしいですか。では、

そのようにさせていただきたいと思

います。 

○委員 

 私が前から主張していたのは、とに

かく学校に、小学校・中学校・高校ま

で地球儀をそれぞれ教室に一つずつ

置くと。なんでそうかというと、グロ

ーバル化時代といっていて、高校を出

た生徒がどこの国がこの地球儀のど

こにあるかなんて分からないわけで

すよ。 

○委員 

 僕もわからないですけれども。ただ、

それをそんなに必要としているんで

すかね。必要な人というのはそこを知

りたがるからそこへ辿り着くのかも

しれないですけれども、地球儀が義務

教育と考えればそうなのかもしれな

いですけれども、必要な人はそこに辿

り着くと思うんですよね。その自分の

知りたい国を知るだろうし。 

○委員 

 それは皆そうですよ。例えば数学が

好きな人は、国語を一生懸命教えても
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あんまり聞かないのと同じで、それは

その通りですよ。だけど、それが生徒

に対して２割なり３割の効果があれ

ば、十分だと思うんですよ。僕はそう

いう所から芽というのは出てくるの

ではないかと思うんですよね。 

○会長 

 地球儀は私も賛成ですよ。やっぱり

世界をこの掌の上でもやっぱりこの

臨場感というか、世界観が変わってく

る。ただ、今この我々の中でやるとい

うことよりも、やっぱり教育のところ

で教育のサイドからやっていただき

たい話だと思うんですよね。 

○委員 

 一ついいですか、今学校にそういう

地球儀だとかはないんですか？ 

○会長 

 何個かはあるでしょう。 

○委員 

 あるけど、ソビエト時代の地球儀で

しょ、今ロシアになっちゃって、その

時代ですよ。 

○委員 

 地球儀がいいかどうかというのは、

私は丌明ですけれども、さっき言われ

ていた、教育委員会のほうから町のよ

さをどんどん勉強するようにという

か、広めていってもらえるようにとい

うのは、大いに賛成で結局はそっちの

ほうがものすごい今の段階だと、この

基金の中でいうと、ウエイトを置いて、

それが町内の歴史の文化だとか、それ

も含めて、観光事業というのがなりた

っていくのではないかと思いますの

で、教育委員会のほうで推してもらう

というのはすごくいい考えではない

かなと思うんですけれどもね。 

○委員 

 ちなみにさっき、知内でみたものと

いうのはこういうものですか？（パン

フレット） 

○委員 

 こんな感じですよ、２種類くらいあ

るんですよね。地図というのは例えば

手書きの方が分かり易いので、そうい

う方がいいですね。 

○委員 

 このサイズに収めるのが難しい人

がいるんですよ。この折るタイプで大

きいものが◎◎さんはいいんですよ

ね。 

○会長 

 今この話が出ましたけれども、今皆

さんの反響を聞いて一番びっくりす

るのは、新しくなっているということ

に今我々は気付いているということ

ですよね。ようは町民が知らないうち

にこういうものが更新されていると

いうような。それ自体は反省していた

だいて、広報とかあるわけですから、

欲しい町民だっているでしょう。 

○委員 

 こういうのを横綱ビーチだとかの

管理をしているときに、ポケットに入

れといて、観光客が来た時にパッと渡

すだとか、そういうような努力とかあ

ればよかったんじゃないですかね。そ

れこそ、黒米とかの注文できるものを

一緒に入れたりとか、昆布でも注文が

できるものを入れておくとか。 

○会長 
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 さっき言いましたように、私の考え

を言わせてもらいましたけれども、そ

ういう所で落ち着きさせていただく

ということで、よろしくお願いします。 

 それでは今の議論は一回閉めまし

て、あとは次のテーマで事務方から説

明があります。 

○事務局 

 今、検討していただいた部分でまと

まりましたので、後は検討事頄の方を

具体的な部分も事務局と会長、副会長

を含めて内容の部分をつめるという

ことで了承をいただきましたので、今

年度の段階の部分は、答申の部分を今

いただいた意見の内容でうちのほう

で答申書をつくりまして、再度会長、

副会長に確認をしていただいて、場合

によっては皆さんのほうにも連絡と

いう格好になります。そして、２３年

度内３月末までには、町長へ出す形で

進めていきます。開いてもらって５ペ

ージの部分で④ということで、参考ま

でにただ事務局のほうで意見をいた

だきたかったんですけれども、次年度

以降のこのふるさと応援基金は隣の

６ページについてあります通り、ふる

さとへの思いを寄付基金でいただい

ていた部分もありますので、今後も検

討を続けていくような格好になるん

ですけれども、進め方として、会議の

仕方などの部分が今年度のような形

でよかったかどうかというのを参考

に、こういうふうにした方がいいとい

う意見があれば聞きたかったという

のがあるんですけれども、進める具合

で２回目の部分が結構意見を出しっ

ぱなしで、なかなかまとめるのが難し

かったという所もありましたので、こ

こは何回か会議を進めていかないと、

うまい具合には進んでいかないとは

思うんですけれども、何か気付いた点

があれば。 

○会長 

 だからといって、いいアイデアもな

いからね。 

○事務局 

 特段、ここは継続しながら。 

○委員 

 何回か重ねているうちに委員の皆

さんも考え方が絞れてくると思うん

ですよね。今何となく掴みづらいんで

す、この趣旨が。だから、色んな話に

なるのでこれがだんだん慣れてくる

と。今回例えば一回支出すると、やっ

ぱりこういうことも良かったのでは

ないかと、また反省の中から出てくる

のではないでしょうか。 

 だから２４年度に出しましょうよ。 

○事務局 

 あと、最後にその他ということで今

日の議題はもうないのですけれども、

皆さん委員の推薦をいただいて、辞令

を渡した時に、若干説明をしていまし

たけれども、別に動いている町内の若

い人たちで会議を開いていまして、福

島町に必要なものというところで、こ

れがいいよねという形で意見を拾う

場を設けていました。これまで、４回

会議をやってきまして、ある程度意見

もまとまって、提言書という格好で整

理がつきまして、２月末にまちづくり

推進委員さんとその町民フォーラム
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の参加者の方で一度会議を開こうと

いう格好で考えていました。それで、

その会議の部分の内容なんですけれ

ども、若い人たちが出した意見を、具

体的な物もあれば、なかなか見えない

部分もあるんですけれども、若い人達

でこういうふうに考えましたという

ものを報告しますので、その場に来て

いただいて意見交換をして、２４年度

からその若い人たちから出てきた意

見をまちづくり推進会議のほうにも

ってきて、具体的にどういうふうな部

分で事業化するかと、そこのやり取り

は事務局のほうで単純に大雑把なイ

メージだけをまちづくり推進会議の

ほうへぶつけてきてもなかなか進め

るのが難しいというところもあるの

で、そこは整理をしますけれども、そ

ういう部分で報告会をさせていただ

きますので、そのときにはご案内しま

すので、極力出て来ていただければ助

かるなということでのご連絡です。以

上です。 

○委員 

 若い人達は、出席率はいいんです

か？ 

○委員 

 これまで、大きい部分で６８名いた

んです、ボランティアで出ますと言っ

てくれた方が役場の職員も入れて、６

８名だったんですけれども、比較的平

均すれば、４２～３名程度は毎回福祉

センターのほうで会議をしています。 

 町内の人は２０代～４０代で、役場

の職員が３５歳以下ということで集

まってもらっていました。 

○委員 

 いつ発足したんですか。 

○事務局 

 会議自体は９月からやって１ヶ月

に１回ずつやっています。 

 今回の部分も最後の会議の部分で

あらかた報告しましたということで、

町のほうでも別にパンフを作ってこ

ういうふうな検討をして、こういう頄

目で町の方にというのを一枚作ろう

と思っていましたので、それで町内の

人にはご報告というように考えてい

ました。 

○委員 

 ちょっと趣旨は違うんだろうけれ

ども、高校生もやっていますよね。全

部ある程度大くくりにしないといけ

ないということですよね、年代別だけ

で終わらせるわけにはいかないだろ

うから。高校生は高校生の思いがいっ

ぱいあったみたいですから。 

○事務局 

 それぞれ年代ごとに思いがあるし、

ただ、思いだけではなかなか製作まで

つながらないものがあるものですか

ら、考えは考えでぶつけてもらって大

変よかったかなと思うんですよね。高

校生は高校生なりに今の自分の考え

の中で提言まではいかないけれども、

こんなのがあればいいねという感じ

でやっていただいて、若い人は若い人

でまた、もう少し社会に出てからの経

験も踏まえて色々意見をいただいて、

ある程度班ごとにそれを整理して今、

まとめてもらっているんですよ。ただ

やっぱりそれだけではなかなか具体
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的なもの、本当にこれが福島でできる

のかとか、そういったことを考えてい

くとなかなか厳しいものもちょこち

ょこあったりもします。それはそれで

僕はいいのではないかと思っている

んですよね。町として、それを今度具

体的な政策に結び付けていくにはも

う少し時間をかけていかなければな

らないかなということで、できればさ

っき事務局から言ったように若い人

たちが考えたものを、まずまちづくり

推進会議のほうにぶつけるかたちか、

引き継ぐ形でまず出していただいて、

自分としてはまた一年をかけてまち

づくり推進会議の中でそういった計

画書をまとめあげられればという思

いがしていましたので、その引継ぎ作

業をできれば次回ちょっとやってみ

たいなと、だからそこの中で来年のや

り方がどういうのがいいのかはまた

色々と会長さんとかと相談しながら

やろうかなと思っていますけれども、

また色んな形で若い人にお願いをし

ているのは、言いっぱなしじゃ駄目で

すねという話はしているんですね。や

っぱり言った以上自分達が福島に今

現実的に住んでいるわけだから、自分

達として何ができるの、ということを

問いかけようかなと思っているんで

すよ。自分でやれるものってあるでし

ょうと。ただあればいいね、これがい

いね、あれがいいねで終わって自分が

何も行動しないのであればどうなの

という話を機会があるごとに話をし

ているので、できればそれはそっちの

ほうで、若い人達は今度自分達で小さ

いことでもいいから何ができるんだ

ろうねということをできればいいな

と思っているんですよね。 

こっちのほうでは反対にもう少し

高いところで、若い人が考えたものの

中でこれはいけるよねとか、そういっ

たものをある程度計画にまとめあげ

られればなという思いはしています

ので、ぜひまたちょっと忙しくなるか

もしれませんが、協力をしていただき

たいなと思います。最終的に自分が狙

っているのは、総合開発計画って皆さ

んご存知だと思うんですけれども、町

の骨格の計画なんですけれども、今そ

の計画にのらなければ、ほとんど町の

予算って付かないような感じになっ

ているんです。それがちょうど今２６

年までの計画になって、２７年から新

しいのがスタートするんですよね。ち

ょうど、２４年からいよいよその作業

をできればしていきたいなという思

いがあって、結果的に今やろうとして

いる延長線にそれがあればいいのか

なと思っていたんですよね。今までは、

どっちかというと町が出したものを

開発審議会で何となく追認というか、

いいんじゃないのという感じで了承

だけ取っていた帰来があるんですね。

今自分たちのほうで、事務方で考えて

いるのは、できればさっき◎◎さんが

言ったように、議論をしていただいて

積み上げていければなという思いが

しているんですよね。まずそこの中か

ら、ものを作っていって計画書に持っ

ていって審議会に図っていくという

形が理想的ではないのかなとずっと
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思っているのでそれを手間でもやっ

てみたいなという思いがしています

ので、それを出来ればまちづくり推進

会議の方にどういう形でなるか、これ

がたぶんこのメンバーだけではすま

ないと思うので、もう少し広げてとい

う形にはなるんでしょうけれども、

色々と２４年度はありますので、また

懲りずに出席をしていただければと

思います。 

○会長 

 いい考えだと思いますけれども、私

もこういった町づくりの会議に皆さ

んそうだと思いますけれども、もう何

十年とかいう単位で参加しています

よ。それで、そのときに貴重な時間を

割いて議論した文言というのはどう

なったのかと、どう引き継がれている

のかと、一番興味のあるものなんです

けれども、今言うようにまた更に新た

にと意見を集めていくわけだけれど

も、だから今まで積み上げたものと合

体していく、膨らましていくというよ

うなことがあってしかるべきだと思

うんですよ。何百万とかけて東京の先

生を呼んだりしているわけだから。素

晴らしいお知恵を頂戴してはいるん

だけれども、お金を出している行政が

受けてないというこれはどういうこ

となんだというこれは常に考えてい

ます。 

○委員 

 普通はこういうものは計画を立て

たら実行したか、しないか、それから

実行したものが果たして効果があっ

たのか、ないのかとか色んなそういう

形のものが本当は必要なのにね。 

○会長 

 そういうふうに新たなことをやろ

うとするのは、素晴らしいと思うんだ

けれども、ものすごい徒労感があるわ

けですよ。何十回も同じ経験をしてい

ると、また垂れ流しをやられて、そろ

そろ馬鹿らしくなってくるんですよ。 

 それでは、そろそろ閉めますので。

お帰りはお気をつけください。ありが

とうございました。 

 


